
笠置山栗園で初収穫特集
１

　
　

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
恵
那
の

　
　

跡
地
を
ク
リ
園
に

　
笠
置
山
に
は
、
か
つ
て
グ
リ
ー
ン
ピ
ア

恵
那
（
大
規
模
年
金
保
養
基
地
）
が
あ
り
、

年
金
加
入
者
な
ど
が
保
養
の
た
め
に
利
用

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
経
営
不
振
に

よ
っ
て
全
国
の
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
の
施
設
が

移
譲
や
廃
止
さ
れ
る
中
、平
成
12
年
４
月
、

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
恵
那
も
閉
鎖
。
平
成
16
年

に
市
が
こ
の
土
地
を
購
入
し
、
利
活
用
を

模
索
し
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
22
年
１
月
、
中
野
方
町
農
業
振
興

協
議
会
が
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
恵
那
の
跡
地
を

ク
リ
園
と
し
て
利
活
用
す
る
農
業
振
興
計

画
を
策
定
し
ま
し
た
。
以
前
か
ら
ク
リ
の

生
産
農
家
が
あ
っ
た
中
野
方
町
で
は
、
地

域
振
興
資
源
を
発
展
さ
せ
、
地
元
の
活
性

化
を
図
り
、
雇
用
創
出
を
図
り
た
い
と
考

え
ま
し
た
。

　
本
市
と
中
津
川
市
の
特
産
品
の
一
つ
に

く
り
菓
子
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
両
市

の
菓
子
業
者
が
原
料
に
使
用
す
る
ク
リ
の

必
要
量
の
推
定
１
０
０
０
か
ら
１
２
０
０

㌧
に
対
し
て
、
当
時
、
地
元
で
生
産
で
き

る
量
は
約
１
２
０
㌧
（
市
内
は
30
㌧
）。

約
１
割
程
度
し
か
賄
え
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
地
元
産
の
増
産
体
制
の
確
立
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
中
野
方
町
農
業
振
興
協
議
会
が
打
ち
出

し
た
計
画
は
、
市
や
地
元
、
菓
子
業
者
の

思
い
が
一
致
す
る
も
の
で
し
た
。
市
も
総

合
計
画
で
は
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
恵
那
跡
地

の
利
活
用
と
こ
の
計
画
に
よ
る
農
業
振
興

を
位
置
付
け
ま
し
た
。
特
産
品「
恵
那
栗
」

の
新
た
な
生
産
地
と
な
る
べ
く
、
一
歩
を

踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
　

市
と
県
で
約
16
㌶
の

　
　

ク
リ
園
を
整
備
中

　
市
で
は
、
平
成
22
年
度
に
１
㌶
、
平
成
23

年
度
に
１
・
７
㌶
、
平
成
24
年
度
に
は
１
㌶

を
市
の
単
独
事
業
で
造
成
。
農
地
の
面
積
と

し
て
は
、
合
わ
せ
て
約
２
・
６
㌶
に
な
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
平
成
24
年
度
に
は
、
県
営

中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
の
採
択
を
受

け
、
県
が
６
年
間
か
け
て
16
・
２
㌶
の
造

成
と
、
た
い
肥
舎
を
建
設
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
平
成
25
年
度
ま
で
に
は
、
調

整
池
の
整
備
と
２
・
６
㌶
の
造
成
が
完
了

し
、
本
年
度
は
、
７
・
１
㌶
の
造
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。
市
と
県
が
整
備
し
た
後
の
造

成
面
積
は
、
19
・
９
㌶
。
農
地
面
積
と
し

て
は
、
約
16
・
２
㌶
と
、
広
大
な
面
積
の

ク
リ
園
が
誕
生
し
ま
す
。

　
　

約
１
９
０
０
本
の

　
　

苗
木
を
植
樹

　
造
成
が
終
わ
っ
た
場
所
か
ら
順
番
に
、

ク
リ
の
木
を
植
樹
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
、
平
成
22
か
ら
25
年
度
に
造
成
し
た
場

所
に
は
、
毎
年
植
樹
祭
を
開
催
し
て
、
合

計
１
８
９
３
本
の
ク
リ
の
木
を
植
え
ま
し

た
。

　
植
樹
祭
は
、
ク
リ
を
管
理
す
る
た
め
に

平
成
23
年
に
発
足
し
た
、
笠
置
山
栗
生
産

組
合
が
中
心
に
な
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
参
加
者
は
、組
合
員
や
地
元
の
住
民
、

恵
那
農
業
高
等
学
校
の
生
徒
、
中
野
方
小

学
校
の
生
徒
な
ど
で
す
。
本
年
度
は
、
４

月
５
日
に
開
催
。
ク
リ
が
大
き
く
育
つ
こ

と
を
願
い
な
が
ら
、
苗
を
丁
寧
に
植
え
ま

し
た
。

　
　

順
調
に
成
長
し

　
　

初
収
穫
を
迎
え
る

　
本
年
度
の
秋
、
平
成
23
年
に
初
め
て
植

え
た
苗
が
組
合
員
の
手
入
れ
な
ど
の
お
か

げ
で
順
調
に
育
ち
、
初
め
て
ク
リ
を
収
穫

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
毎
年
植
樹
す

る
苗
や
今
後
の
ク
リ
の
木
の
成
長
に
よ
っ

て
、今
後
の
収
穫
量
は
増
え
て
い
き
ま
す
。

　
全
面
積
で
の
本
格
的
な
ク
リ
の
収
穫

は
、
平
成
30
年
ご
ろ
か
ら
で
き
る
予
定
。

年
間
で
50
㌧
の
収
穫
量
と
な
り
、
生
グ
リ

の
販
売
高
で
は
、
３
０
０
０
万
円
と
見
込

ん
で
い
ま
す
。

　

中
野
方
町
の
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
恵
那
の
跡
地
で
、
平
成
２２
年
度
か
ら
８
年
を
か

け
て
、
約
２０
㌶
の
敷
地
で
ク
リ
園
の
造
成
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
名
前
は
「
笠

置
山
栗く

り
え
ん園

」。
本
年
度
秋
、
最
初
の
年
に
植
樹
し
た
ク
リ
が
見
事
に
実
り
、
収

穫
で
き
ま
し
た
。
ク
リ
を
使
っ
た
菓
子
が
有
名
な
本
市
。
地
元
産
の「
恵
那
栗
」

の
収
穫
が
増
す
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
特
産
化
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
笠
置
山
栗
園
や
特
産
の
ク
リ
な
ど
に
つ
い
て
特
集
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ　

農
林
課
志
２
６
―
２
１
１
１
（
内
線
３
７
２
）

年度
主体 造成面積

（ha）
農地面積
（ha）

事業費
（万円）

植栽本数
（本）県 市

22 ○ 1.0 0.65 2,161 273
23 ○ 1.7 1.10 3,854 405
24 ○ ○ 1.0 0.80 2,194 283
25 ○ 2.6 2.30 3億3,711 932
26 ○ 7.1 6.10 1億0,814 1,600
27 ○ 0.4 0.40 1億4,100 2,000
28 ○ 6.1 4.80 7,200 1,100
29 ○ － － 2,500 0

合計 19.9 16.15 7億 6,534 6,593

■クリ園の整備計画（調整池とたい肥舎建設を含む）

▲平成12年に閉鎖したグリーンピア
恵那

▲

収
穫
期
を
迎
え
た
ク
リ
農
園

▲

４
月
に
行
わ
れ
た
植
樹
祭

▲木を伐採し
てクリ園に造
成

■笠置山栗園の造成図（旧グリーンピア恵那周辺）

平成23年度

平成
24年度

平成
22年度

たい肥舎

県営中山間地域
総合整備事業

市営事業

調整池

※年度は市単独事業の造成年度

笠
置
山
栗
園植樹後３年で初収穫

恵那栗の産地へ好発進
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笠置山栗園で初収穫特集
１

と
か
ら
、
笠
置
町
や
飯
地
町
の
人
に
も

協
力
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
人
が
集
ま
る
工
夫
も
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
ク
リ
園
周
辺
に
は
、
桜
や
モ
ミ

ジ
な
ど
が
植
え
ら
れ
て
お
り
、
電
気
も

通
っ
て
い
ま
す
。
ク
リ
園
を
核
に
し
た

観
光
地
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ク
リ
園
を
新
た
な
雇
用
機
会
に

ク
リ
栽
培
で
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す

中野方地域協議会
会長  神尾 寛

ひろかず

和さん

　
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
恵
那
の
跡
地
に
大
規

模
な
ク
リ
園
を
造
成
し
て
農
業
振
興
を

図
る
事
業
が
、
市
や
県
の
協
力
を
得
な

が
ら
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
地
域

に
と
っ
て
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
で

す
。
こ
の
地
域
は
、
以
前
か
ら
ク
リ
農

家
が
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
価
格
の
低

迷
に
よ
っ
て
今
で
は
減
少
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
地
域
に
は
菓

子
屋
が
多
く
、
特
に
く
り
き
ん
と
ん
の

評
判
は
良
く
、
菓
子
屋
の
要
望
に
応
え

る
た
め
に
も
、
ク
リ
栽
培
へ
の
関
心
が

高
ま
っ
て
き
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
将
来
、
約
16
㌶
に
も
な
る
ク
リ
園
の

木
を
世
話
を
す
る
の
に
は
人
手
が
掛
か

り
ま
す
。
収
穫
に
よ
る
利
益
を
追
求
す

る
よ
り
も
、
ク
リ
園
が
地
域
の
人
た
ち

の
雇
用
の
場
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。
市
の
土
地
を
借
り
て
い
る
こ

出荷量をもっと増やしたい

大歓迎。我々も栽培技術の指導や催しなどに協力をしています。
　栽培者を増やす取り組みもしています。今後、生産量が増え
たとしても、需給バランスを崩すようなことはないので、クリ
栽培に興味のある人は、一緒に栽培に取り組みましょう。
　本年度には、両市のクリの出荷額が 1億円を超えました。
木のせん定など、管理を徹底して上質なクリを作ると、価値が
高いクリとして認定されます。最近では、「ポロタン」という
大粒で甘く、焼きぐりに適した品種も出荷が始まっています。
今後も、日本一のクリ産地を目指して、クリの栽培振興に努め
ていきます。

　

市栗栽培振興会

会長  森川 哲
てつゆき

幸さん

　この地域は、昔からくり菓
子とともにクリの栽培も盛ん
で、先人から高い栽培技術が
継承されてきています。現在、
市内でクリを出荷している農
家は、112軒ほど。最近の本
市と中津川市での出荷量は、
年々増えており、平成26年
は 134㌧でした。しかしこ
の量は、両市にあるくり菓子
店が使う量の一部分でしかあ
りません。
　組合では、本市のクリの出
荷量を上げることに取り組ん
でいて、笠置山に大きなクリ
団地ができつつあることは、

笠置山栗園で採れたクリ

こ
れ
は
、
多
く
の
人
に
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
こ
と
へ
の
お
礼
と
、
笠
置
山
栗

園
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
計
画
し
た
も

の
で
す
。
来
場
者
に
は
、
ク
リ
拾
い
や

宝
探
し
、
園
内
散
策
な
ど
を
体
験
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
こ
の
他
、
市
内
の
イ

ベ
ン
ト
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
焼
き

ぐ
り
を
販
売
す
る
な
ど
し
て
、
ク
リ
園

の
認
知
度
を
高
め
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
全
国
か
ら
も
注
目
さ
れ
る

よ
う
な
ク
リ
園
に
成
長
さ
せ
、
年
間
を

通
じ
て
皆
が
遊
び
に
来
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
生
の
ク
リ
だ
け
で
な

く
、
加
工
品
に
も
取
り
組
め
れ
ば
と
も

思
い
ま
す
。

　
１０
年
後
に
は
、
年
に
50
㌧
ほ
ど
の
収

穫
量
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
日
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
笠
置
山
で
採

れ
た
ク
リ
は
、
全
て
市
内
の
菓
子
屋
に

使
っ
て
も
ら
い
、「
恵
那
の
ク
リ
を
使
っ

た
恵
那
の
菓
子
」
を
広
め
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
笠
置
山
に
ク
リ
園
を
造
る
話
が
出
た

と
き
は
、
賛
同
し
て
く
れ
る
人
が
い
た

し
、
ク
リ
の
販
路
も
開
け
て
お
り
、
産

業
と
し
て
や
っ
て
い
け
る
と
思
い
ま
し

た
。
造
成
が
始
ま
り
、
毎
年
ク
リ
園
の

面
積
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の

秋
に
は
、
一
部
で
初
め
て
ク
リ
の
収
穫

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
少
し
の

凍
害
に
よ
る
被
害
は
あ
っ
た
も
の
の
、

ほ
ぼ
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　
組
合
の
目
標
に
「
楽
し
い
日
本
一
の

ク
リ
作
り
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
生
産

量
や
味
、
価
値
、
販
売
量
を
日
本
一
に

す
る
こ
と
や
、
地
域
な
ら
で
は
の
特
産

品
に
す
る
こ
と
、
観
光
地
に
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
地

域
の
仲
間
と
笑
顔
で
ク
リ
作
り
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
は
欠
か
せ
な
い
こ
と
で

す
。

　
秋
に
は
、感
謝
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

目
標
は
「
楽
し
い
日
本
一
の
ク
リ
作
り
」

笠置山栗生産組合
組合長  鈴村 猛

たける
さん

▲市民がクリ拾いを楽しんだ感謝祭

（中野方町）

（中野方町）

（長島町）

　
町
内
に
は
、

他
に
棚
田
な
ど

農
業
に
関
す
る

事
業
も
あ
り
ま

す
が
、今
後
は
、

こ
れ
ら
を
続
け

る
た
め
、
若
い

人
た
ち
を
ど
の

よ
う
に
参
画
さ

せ
て
い
く
か
を

考
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
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１

　
長
島
町
の
ア
グ
リ
パ
ー
ク
恵
那
で

「
恵
那
の
味
・
伝
承
講
座
」
を
定
期
的

に
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
恵
那

に
伝
わ
る
料
理
を
地
元
の
農
業
女
性
グ

ル
ー
プ
が
講
師
と
な
っ
て
受
講
生
に
教

え
る
も
の
で
、
ほ
お
葉
ず
し
や
寒
天
料

理
、
こ
ん
に
ゃ
く
な
ど
年
間
１０
回
に
分

け
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
秋
に
は
、
旬
の
ク
リ
を
使
っ
た
「
く

り
き
ん
と
ん
」
や
「
く
り
お
こ
わ
」
を

教
え
て
い
ま
す
。
講
座
で
は
、
工
程
の

説
明
の
他
、
く
り
き
ん
と
ん
の
形
に
仕

上
げ
る
こ
つ
や
、あ
ず
き
の
煮
方
な
ど
、

大
事
な
ポ
イ
ン
ト
を
講
座
生
に
教
え
な

が
ら
、
調
理
を
進
め
ま
す
。

　
料
理
の
方
法
は
、
昔
か
ら
家
で
受
け

た
り
買
っ
て
食
べ
た
り
す
る
時
代
で
す

が
、
昔
か
ら
の
方
法
で
作
る
料
理
は
、

別
の
良
さ
や
お
い
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

見
た
目
で
も
お
い
し
さ
が
伝
わ
る
よ
う

に
、気
を
遣
い
な
が
ら
教
え
て
い
ま
す
。

伝
承
講
座
で
ク
リ
の
料
理
を
伝
授

恵那の味伝承講座講師

永屋 美
み さ こ

佐子さん

継
が
れ
て
き
た
こ
と
を
伝
え
て

い
ま
す
。
最
初
、
講
師
の
依
頼

を
受
け
た
時
、
自
分
に
で
き
る

の
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
知
っ

て
い
る
こ
と
を
伝
え
れ
ば
い
い

と
分
か
り
引
き
受
け
、
も
う
２０

年
以
上
に
も
な
り
ま
す
。

　
今
は
、
何
で
も
機
械
で
で
き▲作り方のこつを講座生に教える

◎クリ
◎グラニュー糖…クリのむいた実
　　　　　　　　の 15～20㌫
◎塩…小さじ１杯（１㌕当たり）

❶クリは蒸して半分に割り、スプーン
などを使って中身を出す。

❷麺棒などを使ってクリを細かくつぶ
す。

❸厚手の鍋にクリを入れ、鍋底からか
き混ぜながら炒めるように火を通す。
❹砂糖と塩を加えて、さらに炒める。
❺さらさらになったら、加熱をやめる。
❻布やラップに包んで絞る。

材料

恵
那
の
特
産
品
と
し
て
ク
リ
を
利
用

くりきんとんの作り方「笠置山産」ブランドに期待

恵那菓子組合
組合長

曽我 久
ひさよし

貴さん

　
Ｊ
Ｒ
の
さ
わ
や
か
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

で
、
よ
く
恵
那
に
来
ま
す
が
、
来
た

と
き
は
必
ず
く
り
き
ん
と
ん
を
買
い

ま
す
。母
親
が
く
り
菓
子
が
好
き
で
、

買
っ
て
い
く
と「
お
い
し
い
」と
言
っ

て
食
べ
て
い
ま
す
。恵
那
駅
横
の「
え

な
て
ら
す
」
に
、
く
り
き
ん
と
ん
の

詰
め
合
わ
せ
が
あ
る
と
き
は
、
そ
れ

を
買
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

恵
那
に
来
た
ら「
く
り
き
ん
と
ん
」

澤田 透
とおる

 さん
（春日井市）

消費者の

　この地方のくり菓子
は、全国的にも有名で
す。本市で菓子を買う
お客さんは、くり菓子
を求めています。市内
のクリを扱う菓子屋は
13店舗。それぞれが
クリの加工方法を工夫
して菓子を作っている
ので、その種類は50
にも60にも上ると思
います。短期間にたく
さんの数が売れるの
は、何と言ってもくり
きんとんです。
　この地域のクリの消

費量は日本一です。使うクリは、この地域以外のものも仕
入れないと足りません。クリ栽培の農家が多くなれば、ク
リの流通が広がり、選択肢も増えてありがたいです。最近
は、クリの値段が高くなっているので、商品も高くなって
います。菓子屋としては、もう少し安くなって、多くの人
においしい菓子を食べてもらいたいと思います。
　笠置山栗園には、「笠置山産」のブランドとして売るこ
とができ、強みになると期待をしています。また県の中山
間農業研究所で
は、くりきんとん
に適した新品種が
開発されており、
これが地元で生産
されるようになれ
ばありがたいと
思っています。

声

講座生が作ったくりきんとん

（長島町）

▲手でくりきんとんの形に仕上げる

▲完成
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